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解　説
第 ２ 章　　　　気象
　
気温の長期変動
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大阪管区気象台によると、大阪の年平均気温は長期的に上昇傾向を示しており、100年あたり約2.0℃(統計期間：1883～2018年)の割合で上昇しています。100年の上昇幅約2.0℃は、気温の平年値で比較すると、大阪(平年値16.9℃)と鹿児島(平年値18.6℃)の差にほぼ相当します。
気温の変動には、地球温暖化の影響や、観測所が都市部にあることによるヒートアイランドの影響があり、さらに数年から数十年程度の時間スケールで繰り返される自然変動が重なっていると考えられます。
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平成30年の気候

年間平均気温　　17.4℃       (平年平均気温　16.9℃)

(最高気温  38.0℃、最低気温　－2.5℃)

年間降水量総量　1,651.5mm　  (平年年間降水量総量　1,279.0mm)

年間日照時間　　2,265.6時間  (平年年間日照時間　1,996.4時間)

(月別の気候)
１月
中旬から下旬を中心に晴れの日が多くなりましたが、前線や低気圧の影響で雨や雪の降った日がありました。
また、中旬には大雨となった所もありました。
平均気温は低く、降水量は多く、日照時間はかなり多くなりました。

　　２月

全般に晴れの日が多くなりましたが、低気圧や前線の影響で雨や雪の降った日がありました。
平均気温は低く、降水量は少なく、日照時間はかなり多くなりました。

　　３月

全般に晴れの日が多くなりましたが、低気圧や前線の影響で大雨となったところもありました。
平均気温はかなり高く、降水量は多く、日照時間はかなり多くなりました。

　　４月

全般に晴れの日が多くなりました。中旬と下旬には低気圧や前線の影響で大雨となった日もありました。
平均気温はかなり高く、降水量は多く、日照時間は多くなりました。

　　５月

中旬以外は雨の日が多く、低気圧や前線の影響で大雨となった日もありました。
平均気温は高く、降水量は多く、日照時間は平年並となりました。

　　６月

天気は数日の周期で変わることが多く、上旬と中旬には低気圧や前線の影響で大雨となった日もありました。
平均気温と降水量は平年並、日照時間は多くなりました。

　７月

上旬は南からの暖かく湿った空気や梅雨前線の影響で大雨となり、下旬は台風第12号の影響で大雨の日もありましたが、それ以外は高気圧に覆われ晴れる日が多くなりました。
平均気温はかなり高く、降水量はかなり多く、日照時間は多くなりました。

　　８月

下旬は台風第20号の影響で大雨となった所もありましたが、それ以外は高気圧に覆われて晴れる日が多くなりました。
平均気温は高く、降水量は少なく、日照時間はかなり多くなりました。

　　９月

前線の影響で曇りや雨の日が多くなり、大雨となった日もありました。
なお、４日には台風第21号の影響で、30日には台風第24号の影響で大雨となりました。
平均気温は低く、降水量はかなり多く、日照時間はかなり少なくなりました。
10月
　上旬には台風第24号や第25号の影響で雨の降った日もありましたが、高気圧に覆われて晴れの日が多くなりました。
　平均気温は高く、降水量はかなり少なく、日照時間はかなり多くなりました。

　　11月

はじめは、高気圧に覆われて晴れる日が多くなりました。中頃から終わりにかけては、天気は数日の周期で変わりました。
平均気温は高く、降水量は少なく、日照時間は多くなりました。

　　12月

はじめは、気圧の谷や寒気の影響で曇りや雨の日が多くなりました。中頃からは高気圧と気圧の谷が交互に通り、天気は数日の周期で変わりました。27日以降は冬型の気圧配置となり晴れる日が多くなりました。
平均気温は高く、降水量は多く、日照時間は少なくなりました。　　　
[大阪管区気象台「大阪府の気象　平成30年(2018年)年報」より引用]

[大阪管区気象台「大阪府の気候変動」より]





※平年値は1981-2010年の30年間の観測値の平均をもとに算出しています。


※大阪管区気象台は1968年８月に観測場所を移転しました。観測場所により、実際より高めの気温が観測される


ところと、実際より低めの気温が観測されるところがあります。このため、移転前(同年7月以前)のデータについては、移転によるこれらの影響を除去するため、観測値に補正を行い、上記のグラフの統計値としています。





 大阪の年平均気温の経年変化(1883～2018年) 





 平均気温(月・平年)と降水量(月・平年)の関係(平成30年) 





※平年値は1981-2010年の30年間の観測値の平均をもとに算出しています。





[大阪府統計年鑑　第2章2表より]








